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Ⅰ．調 査 要 領 
 

 
１．調査時点及び調査対象期間 

 

( 1 ) 調査時点    2023 年 1 月 11 日 

( 2 ) 調査対象期間 2022 年 10 月～12 月期の実績および 2023 年 1 月～3 月期の見通しに 

ついて調査した。 

 

 

２．調査対象 

 

 当所会員企業を対象に、商業＋食品業部会、水産業部会、機械工業部会、建設業部会、観

光・サービス業＋諸業部会より各 30 社、計 150 社を抽出し郵送により調査した。 

 

 

３．回収状況 

    

 対象企業数 回答企業数 回 答 率 

商業＋食品業部会 30 社 15 社 50.0％ 

水産業部会 30 社 13 社 43.3％ 

機械工業部会 30 社 15 社 50.0％ 

建設業部会 30 社 22 社 73.3％ 

観光・サービス業＋諸業部会 30 社 20 社 66.7％ 

合   計 150 社 85 件 56.7％ 

 

 

  注）本調査結果の中で、「Ｄ・Ｉ」値とある記号は、ディフュージョン・インデックス（景気動向

指数）の略で、各調査項目についての増加（好転・上昇）企業割合から減少（悪化・低下）
企業割合を差し引いた値（景気動向指数）を示す。 
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Ⅱ．概 況 
 

－前年同期と僅かに悪化。次期は再び大幅悪化の見通し－ 
 

１．全体の動き(業況) 
 

 四半期毎に実施している中小企業景況調査の今期（2022（令和 4）年 10 月～12月）の全業種

平均 DI値（「好転」と答えた企業と「悪化」と答えた企業の割合の差）は、前年同期比で▲12.9

と 2.8ポイント悪化となりました。 

部会別に前年同期比ベースをみると、商業・食品業［前年 DI 値▲35.0→今期▲40.0］、水産

業［前年 DI値 35.3→今期▲7.7］、機械工業［前年 DI値▲12.5→今期▲6.7］、建設業［前年 DI

値▲6.2→今期 9.1］、観光・サービス・諸業［前年 DI値▲11.1→今期▲25.0］となりました。 

今回の調査では、機械工業と建設業が前年同期より業況が「回復」し、その他業種は「悪化」

となりました。コロナ禍ではあるものの、全市民に配布された「紋別市消費拡大クーポン券（1

人につき 1万円分）」により消費動向が活性化され、特に飲食店専用券によって、飲食店の利用

者も増加しました。しかしながら、クリスマス直前の暴風雪によって紋別市を中心に広いエリ

アで発生した大規模停電の影響により、営業休止を余儀なくされ、また、電話やＦＡＸ等の電

化製品や通信機器の不具合、宴会の予約や仕事のキャンセル、食品の廃棄が生じるなど、多く

の被害をもたらしました。 

次期（2023 年 1 月～3 月）の見通しについては、業況判断 DI が▲31.8 と再び大幅に悪化す

るとの予測となっています。 
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全業種の経営上の問題点としては、「原材料・材料単価の上昇」「仕入価格の上昇」、「従業員

の確保難」を訴える声が多くなっています。 

 

 

■部会別の動向 

 

【商業・食品業部会】 〔業況判断 DI値（前年同期比）▲40.0（前年 DI値▲35.0、来期見通し 

▲46.7）〕 

 業況 DI値（前年同期比）は、前年同期と比べ 5.0ポイントの悪化となりました。紋別市より

配布された「紋別市消費拡大クーポン券」の効果もあり、コロナ禍でも消費動向は回復傾向に

ありました。しかしながら、年末に紋別市を中心に発生した大規模停電の影響により休業や在

庫の廃棄が生じるなど、多大な損害が発生しました。来期は、今期よりも悪化するとの回答が

多くなっています。経営上の問題点としては「仕入単価の上昇」「需要の停滞」を訴える声が多

く寄せられています。 

 

《業界の問題点等》 

 ・ガソリンスタンドへの補助金偏り、幅広い補助金を求めます。（燃料販売） 

・人口減による客数減（医薬品・化粧品小売） 

 ・停電で冷凍商材がほぼアウトでした（食料品等小売） 

 ・商品入手困難が多々あり（食料品小売） 
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【水産業部会】 〔業況判断 DI値（前年同期比）▲7.7（前年 DI値 35.3、来期見通し▲30.8）〕 

  業況判断 DI 値（前年同期比）は 43 ポイントの大幅な悪化となりました。紋別市のふるさと

納税額が全国 1 位になったことにより、注目度が高まっていますが、生産現場では原材料価格

の上昇に加え、受注に対応するための生産設備が不足しているとの声も寄せられています。次

期の見通しは▲30.8 と更に 23.1 ポイントの大幅な悪化を示しています。経営上の問題点とし

ては「従業員の確保難」を訴える声が突出して多くなっております。 

 

《業界の問題点等》 

 ・停電により品質が悪いものができ、価格を下げて売らざるを得ない（水産加工） 

 ・原料不足、人員確保（水産加工） 
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【機械工業部会】 〔業況判断 DI値（前年同期比）▲6.7（前年 DI値▲12.5、来期見通し▲60.0）〕 

 業況判断 DI値（前年同期比）は、5.8ポイント回復となりました。円安による材料の値上が

りや注文した商品の納期遅延等も未だ改善されない中、年末の大規模停電により、機械化され

た製造現場や事務所においては大きな痛手となりましたが、一部では発電機を求める消費者が

増加したとの声も寄せられました。次期業況見通しは▲60.0 と 53.3 ポイントと大幅な悪化の

見通しとなっています。経営上の問題点としては「材料単価の上昇」を訴える声が多くなって

います。 

 

《業界の問題点等》 

 ・慢性的に人手不足が続くので、お互いに得意分野で協力し合うのが良いと思います。（鉄工） 

 ・昨年の停電で予約キャンセルが相次ぎ大損害でした。私ども業界は機械化されており、停電

になると営業に支障をきたします。この怒りをどこにぶつけたらいいのか。仕方無いでは済

まされない。(室内装飾製造) 

 ・同業他社の衰退(鉄工業) 
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【建設業部会】 〔業況判断 DI値（前年同期比）9.1（前年 DI値▲6.2、来期見通し▲18.2）〕 

 業況判断 DI 値（前年同期比）は 15.3 ポイントの回復となりました。円安の影響による材料

単価の上昇に加え、材料の納期遅れが、現場の作業に支障をきたしています。また、年末の大

規模停電時には電気工事業を中心に避難所開設時の発電機の設置、また暴風雪によって破損し

た屋根等の修理など、例年仕事が減少する時期にも関わらず、仕事が入ったとの声も寄せられ

ました。次期は DI 値が▲18.2 と再び悪化の見通しとなっています。経営上の問題点としては

「材料単価の上昇」を訴える声が最も多くなっています。 

 

《業界の問題点等》 

・冬季工事の減少（土木工事） 

・従業員、熟練技術者共に人材不足である（建築工事業） 

・災害時の避難所の周知(広報等で毎月掲載）、発電等備品は避難所に設置(市で用意する）、人

材確保が一番難しい（土木工事） 

・材料は入るが納期がかかる（電気工事業） 
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【観光・サービス業・諸業部会】〔業況判断 DI値（前年同期比）▲25.0 

（前年 DI値▲11.1、来期見通し▲15.0）〕 

 業況判断 DI 値（前年同期比）は前年よりも 13.9 ポイントの悪化となりました。コロナ禍で

はあるものの、紋別市が全市民に配布した「紋別市消費拡大クーポン券」により、常連以外の

新しい来店者が増加したとの声が寄せられたていることに加え、道内外の観光客の増加によっ

て観光サービス業は少しずつ活気を取り戻していました。しかしながら、年末の停電により、

既に入っていた宴会やクリスマス用のオードブルの予約キャンセルに加え、生鮮食品や冷凍製

品の品質低下による廃棄が生じるなど、大きな痛手となりました。来期は DI 値▲15.0 の見通

しとなっています。経営上の問題点としては、従業員の高齢化に伴う「従業員の確保難」「人件

費の増加」を訴えるが多くなっております。 

《業界の問題点等》 

・建築物の老朽化による通りの閑散化、コロナ影響の払拭（飲食業） 

・業界団体といわれる組織がない（飲食業） 

・燃料費の高騰、ドライバーの高齢化と新規ドライバーの確保難（貨物運輸） 

・大雪による停電で、仕入済の材料の廃棄が痛かった。宴会のキャンセル飲食業） 

・なり手不足、既存の従業員の高齢化（旅客運送業） 

・従業員の高齢化・確保。燃料価格や賃上げによる経費の高騰（旅客運送業） 

 

0
1

6
5

7

13

4

10

1 1

11

6
5

1 1

大
企
業
の
進
出
に
よ
る
競
争

の
激
化

新
規
参
入
業
者
の
増
加

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
へ
の

対
応

店
舗
施
設
の
狭
隘
・
老
朽
化

材
料
等
仕
入
単
価
の
上
昇

人
件
費
の
増
加

仕
入
単
価
・
人
件
費
以
外
の

経
費
の
増
加

利
用
料
金
の
低
下
・
上
昇
難

金
利
負
担
の
増
加

事
業
資
金
の
借
入
困
難

従
業
員
の
確
保
難

熟
練
従
業
員
の
確
保
難

需
要
の
停
滞

取
引
業
者
の
廃
業
・
倒
産
・

閉
鎖

そ
の
他

経営上の問題点（観光・サービス業・諸業部会）

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 7 - 

２．今期の動向 
 

(1)今期の売上高・生産高 

 

【前年同期比】（2021（令和 3）年 10月～12月期の水準と比較した今期の売上高） 
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全業種平均で DI 値▲10.6〔前年調査時（令和 3 年 10～12 月期 ▲1.2）より 9.4 ポイント悪

化〕建設業が回復、その他の業種が全て悪化。 

   

［部会別 DI値］    商業・食品業〔前年▲15.0→▲26.6〕、水産業〔前年 41.0→15.4〕 

          機械工業  〔前年▲13.3→▲26.7〕、建設業〔前年▲6.2→18.2〕 

          観光      業・諸業〔前年▲11.1→▲35.0〕 
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 (2)今期の採算 

 

【前年同期比】（2021（令和 3）年 10月～12月期の水準と比較した今期の採算水準） 
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-10

0

10

採算推移（全業種平均Ｄ・Ｉ）
（黒字－赤字）D I

前年同期比

 
 

 

40.0 
53.3 

38.5 
46.7 

31.8 35.0 

44.7 

46.7 

46.1 33.3 

45.5 
50.0 

15.3 
0.0 

15.4 20.0 22.7 
15.0 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・     

業・諸業

今期の採算（前年同期比）

好転

不変

悪化

 
 

全業種平均で DI 値▲24.7〔前年調査時（令和 3 年 10～12 月期▲4.6）より 20.1 ポイント悪

化〕観光サービス業・諸業が僅かに回復。その他の業種全て悪化。 

 

［部会別 DI値］    商業・食品業〔前年 15.0→▲53.3〕、水産業〔前年 17.7→▲23.1〕 

          機械工業  〔前年▲31.2→▲26.7〕、建設業〔前年▲6.2→▲9.1〕 

          観光      業 諸業〔前年▲22.2→▲20.0〕 
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(3)今期の資金繰り 

 

【前年同期比】（2021（令和 3）年 10月～12月期の水準と比較した今期の資金繰り） 

-39.4 

-46.0 

-17.4 
-16.0 

-32.6 

-39.6 

-28.7 
-26.8 

-21.8 

-19.6 -13.1 

0.0 0.0 

-20.0 

-15.7 

-17.3 

1.3 

-13.2 

-3.7 
-4.9 

-9.3 

-8.0 

-12.6 

-12.8 

-6.9 

-22.1 

-6.6 

-11.5 

-4.5 

-12.1 

-9.6 

-6.1 

-1.1 

-7.6 

0.0 

-12.8 

-8.3 

-15.4 

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

資金繰り推移（全業種平均Ｄ・Ｉ）
（好転－悪化）

D I

前年同期比

 
 

 

21.2 

46.7 

15.4 20.0 
4.5 

25.0 

65.9 

46.6 

69.2 
66.7 

72.8 

70.0 

12.9 6.7 
15.4 13.3 

22.7 

5.0 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・     

業・諸業

今期の資金繰り（前年同期比）

好転

不変

悪化

 
 

全業種平均で DI値▲8.3〔前年調査時（令和 3年 10～12月期▲1.1）より 7.2ポイント悪化〕  

  水産業、観光・サービス業・諸業で悪化。その他の業種は回復。 

 

［部会別 DI値］    商業・食品業〔前年 0.0→▲40.0〕、水産業〔前年 11.7→0.0〕 

          機械工業  〔前年▲12.5→▲6.7〕、建設業〔前年 6.3→▲18.2〕 

          観光      業 諸業〔前年▲11.1→▲20.0〕 
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 (4)今期の在庫水準 

 

【前年同期比】（2021（令和 3）年 10月～12月期の水準と比較した今期の在庫水準） 

 

21.4 
33.3 

7.7 

60.7 
53.4 

69.2 

17.9 13.3 
23.1 

全業種 商業・食品業 水産業

今期の在庫水準（前年同期比）

過大

適正

不足

 
 

全業種平均で DI 値▲3.5〔前年調査時（令和 3 年 10～12 月期▲2.7）より 0.8 ポイント不足

傾向〕 

   

［部会別 DI値］ 商業・食品業〔前年 5.0→▲20.0〕、水産業〔前年▲11.8→15.4〕 

 

 

 

 

 

 (5)今期の借入金の金利水準 

 
【前年同期比】（2021（令和 3）年 10月～12月期の水準と比較した今期の借入金の金利水準） 

6.5 
16.7 

7.7 7.7 
0.0 5.0 

90.9 
83.3 

84.6 
92.3 

94.7 
95.0 

2.6 0.0 
7.7 

0.0 5.3 0.0 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・     

業・諸業

今期の借入金の金利水準

上昇

不変

低下

 
 

全業種平均で▲3.9。商業食品業▲16.7、水産業 0.0、機械工業▲7.7、建設業 5.3、観光･サー

ビス業･諸業▲5.0。 
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 (6)設備投資の実施状況 

 

今期の店舗・社屋・工場等への設備投資実施状況について 

実施した

12.0% 来期実施予定

7.2%

次期未定だが実施

予定

19.3%実施予定なし

61.4%

設備投資の実施状況

 
 

 

 

 

３．来期の見通し 
 

(1)来期の業況 

 

【今期比】（2022（令和 4）年 10月～12月期の水準と比較した来期の業況見通し） 

 

37.7 
46.7 

30.8 

60.0 

31.8 
25.0 

56.4 
53.3 

69.2 

40.0 

54.6 65.0 

5.9 0.0 0.0 0.0 
13.6 10.0 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・     

業・諸業

次期の業況見通し（今期比）

好転

不変

悪化

 
全業種平均 DI値▲31.8〔今期の業況（前年同期比▲12.9）より 18.9ポイント悪化の見通し〕 
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(2)来期の売上高・生産高 

 

【今期比】（2022（令和 4）年 10月～12月期の水準と比較した来期の売上高・生産高見通し） 

 

40.0 
33.3 30.8 

66.7 

31.8 
40.0 

49.4 60.0 61.5 

33.3 

50.0 
45.0 

10.6 6.7 7.7 
0.0 

18.2 15.0 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・     

業・諸業

次期の売上高・生産高見通し（今期比）

増加

不変

減少

 
全業種平均 DI 値▲29.4〔今期の売上高・生産高（前年同期比▲10.6）より 18.8 ポイント悪

化の見通し〕 

 

 

 

 

 

 

 

 (3)来期の資金繰り見通し 

 

【今期比】（2022（令和 4）年 10月～12月期の水準と比較した来期の資金繰り見通し） 

 

21.4 26.7 
15.4 

33.3 

4.5 

31.6 

72.6 66.6 
76.9 

66.7 

86.4 

63.1 

6.0 6.7 7.7 
0.0 

9.1 5.3 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・     

業・諸業

次期の資金繰り見通し（今期比）

好転

不変

悪化

 
全業種平均 DI値 ▲15.4〔今期の資金繰り（前年同期比▲8.3）より 7.1ポイント悪化の見通

し〕 
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Ⅲ．各 指 標 
  

 全 体 
商 業 

食品業 
水産業 機械工業 建設業 

観光     業 

・諸業 

業況判断 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 ▲１２．９ ▲４０．０ ▲７．７ ▲６．７ ９．１ ▲２５．０ 

来期見通し ▲３１．８ ▲４６．７ ▲３０．８ ▲６０．０ ▲１８．２ ▲１５．０ 

売上 生産 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 ▲１０．６ ▲２６．６ １５．４ ▲２６．７ １８．２ ▲３５．０ 

来期見通し ▲２９．４ ▲２６．６ ▲２３．１ ▲６６．７ ▲１３．６ ▲２５．０ 

在 庫 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 ▲３．５ ▲２０．０ １５．４ ―― ―― ―― 

来期見通し ―― ―― ―― ―― ―― ―― 

採 算 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 ▲２４．７ ▲５３．３ ▲２３．１ ▲２６．７ ▲９．１ ▲２０．０ 

来期見通し ―― ―― ―― ―― ―― ―― 

資金繰り 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 ▲８．３ ▲４０．０ ０．０ ▲６．７ １８．２ ▲２０．０ 

来期見通し ▲１５．４ ▲２０．０ ▲７．７ ▲３３．３ ４．６ ▲２６．３ 

借 入 金 

金利水準 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 ▲３．９ ▲１６．７ ０．０ ▲７．７ ５．３ ▲５．０ 

来期見通し ―― ―― ―― ―― ―― ―― 

※借入金金利水準 D・I 値のプラス値については、借入金利が上昇したと感じた回答が多い時にプ

ラス値で表示されます。 
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Ⅲ．忘年会・新年会の開催状況 
 

 新型コロナウイルスの感染が拡大した当初から、大人数での会食や飲酒等、マスクを外すこと

による感染リスクが高まりから、忘年会や新年会、歓送迎会の開催を自粛を余儀なくされてきま

した。コロナ禍となり、3 年が経過した今、飲食店の営業制限は緩和されているものの、食事以

外のマスクの着用、黙食といった対策が講じられています。 

 今回は昨年第 3 四半期でも調査を行った紋別市内の事業所による忘年会、新年会の開催状況に

ついて質問を行いました。 

 

 

 

 

 
 
 

※開催しなかった要因として「コロナ禍」を示した回答数は 28件 80.0％、「年末の大雪・停電に

よる急遽の中止」3件 8.6％留まった。 

※2022年は忘年会を「開催した」との回答が 2021年と比較して 2.9％増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【忘年会・新年会に関するその他の意見】 
・忘年会でなく 1月に社員旅行となった(水産加工業) 

・コロナ期よりしていない（印刷業） 

・（忘年会の代わりに）料理重箱にして配布（土木工事業） 

 ・何年か前までは開催していた（旅客運送業） 

 ・社員へ商品券を配布した（介護福祉業） 

開催した
9.5%

今回は開催

しなかった
40.5%

以前から開催

していない
46.4%

その他
3.6%

2022年の忘年会

コロナ禍のため
80.0%

大雪・停電のため

急遽中止
8.6%

無回答
11.4%

2022年の忘年会を開催しなかった理由

開催した
6.6%

開催しなかった
47.4%

以前から開催

していない
46.1%

2021年の忘年会

開催する

（予定）
7.0%

開催しない
57.0%

以前から開催

していない
33.7%

その他
2.3%

2023年新年会

開催した
3.9%

開催しなかった
43.4%

以前から開催

していない
52.6%

2022年の新年会


